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●市民協働部長の答弁 

私から御質問の２番目「命に格差を付けない災害対策について」の１

点目「生活困窮世帯に対し、家族分の非常持ち出し袋や必要な水などを

現物支給し、命を守る備えを行う考えはないか」についてお答えいたし

ます。 

本市は一人でも多くの市民が怪我なく命を守り、また避難所生活をし

ないために、自宅の耐震化や家具固定の徹底、非常食と備蓄品の準備を

していただくよう啓発をしております。非常食は長期保存の物ではなく、

常温保存ができて、普段から食べ慣れているお菓子などを多めにストッ

クしておくだけで十分である旨を説明しております。なお、自宅が被災

して避難所生活となる場合は、避難所で最低限の食糧は備蓄しておりま

す。また、飲料水については、配水池、耐震性貯水槽、井戸水提供の家

の水を利用することで、対応します。 

備蓄品は災害時専用の物ではなくても、普段使用している物を流用す

ることと、食糧等は普段から多めにストックをすることで災害時に対応

できると考えておりますので、非常用持ち出し袋や必要な水などの現物

支給は考えておりません。 

なお、食事を摂取していないことにより体調に不良を感じている市民

等に対し、平時においても備蓄食糧の一部を提供しております。以上で

す。 


